
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法

8月1日～10日にかけえて、毎夜10分間の花火打上げ
ロングラン花火：打ち上げ発数約300発/日（3号早打ち45発スターマイン3基、小型煙火１基）、観覧者数通算27,876人。

木曽川河川空間の賑わいを創出する夏の風物詩として、県内外問わず広く認知されており、地元の方だけでなく多くの観光客を誘致する事業となっている。五者による構成によ
り市単独で実施するより効果的な取組みとなっている。

事業資金等の保管方法 金融機関への預け入れ（預金通帳と印鑑は管理責任者が保管）による。

事業内容
（事業の全体像）

日本ライン夏まつりの企画、立案、調整に関すること。花火大会の実施に関すること。その他花火大会に関すること。

（犬山市の役割） 事務局運営、花火打上げや雑踏警備など花火大会運営全般

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

一部準拠
完全準拠でない
場合の内容等

・契約相手が入札参加資格者名簿への登録業者であることを問わない
・警備や看板設置などが各務原市内の場合、各務原市の業者選定により発注

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

証拠書類
の有無

有

所在 愛知県　犬山市観光課内 代表者 犬山市観光課長

事業資金の管理責任者 犬山市観光課長 事業資金の管理者 犬山市観光課職員

犬山市

構成団体 犬山市、各務原市、犬山市観光協会、各務原市観光協会、犬山商工会議所、各務原商工会議所

設置の根拠 日本ライン夏まつり実行委員会規約

意思決定の方法 協議会規約第9条により、決算及び予算、事業報告及び事業計画、その他運営上必要となる事項は総会にて審議する。

名称 日本ライン夏まつり実行委員会 （法人格の有無） 無 代表者
犬山市長
山田拓郎

決算額 10,000,000 円 前年度決算額 - 円予算額 10,000,000 円 当初交付額 10,000,000 円

負担金検証調書【令和４年度交付分】

日本ライン夏まつり実行委員会負担金 市の担当部課 経済環境部観光課 問い合わせ先 0568-44-0342



４　負担金の交付先における収支等について

円予備費 705,045 円 0

円

積算がない場合
の特記事項

交付先における
支出の状況

項目

合計 14,235,045 円 12,165,518

円
船舶借上料、花火台船組
立工事 800,000 円

船舶借上料、花火台船組
立工事

木曽川観光㈱、㈱佐野組

宣伝事業費 10,000 円 0 円

打上船経費 1,435,940

円 セクダム㈱、㈱名岐サービス

花火打上費
花火打上委託、煙火消費
申請手数料 7,730,000 円

花火打上委託、煙火消費
申請手数料 7,727,700 円 三遠煙火㈱、犬山消防

警備業務委託
費

交通誘導警備（犬山、各務
原） 2,670,000 円

交通誘導警備（犬山、各務
原） 1,942,600

円
㈱コンダクター、日本郵政㈱、
ホームプラザナフコ犬山店、㈱白
帝社、イー・エフ・ピー、ほか

会場設営費
河畔環境保全委託、遊歩
道照明工事 1,550,000 円

河畔環境保全委託、遊歩
道照明工事 284,900 円

㈱文化電気、犬山市アメニティ協
会

管理運営費
事務消耗品、郵送料、保
険料、規制看板等、備品
購入費、振込手数料

770,000 円
事務消耗品、郵送料、保
険料、規制看板等、備品
購入費、振込手数料

774,378

交付先における収入の状況（精算前の額） 構成員の負担金13,670,000円、繰越金565,041円、雑収入30円

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

余剰額 2,069,553 円

構成員の負担割合（根拠） 日本ライン夏まつり実行委員会により決定

余剰額が発生した場合の取扱い 次年度へ繰越 繰越額 2,069,553 円

精算後の負担金の額 10,000,000 円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 14,235,071 円 支出額 12,165,518 円

犬山市負担金額（当初支出額） 10,000,000 円 精算の有無 無 精算（返還）額 0 円


